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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）

南 直 樹＊

は じ め に

BAUDELAIREは �LesFleursduMal�の序詩AuLecteurの中に次のよう

な詩句を書いている。

Serr�,fourmillant,commeunmlliond'herminthes,

DansnoscerveauxrivoleunpeupledeD�mons,

Et,quandnousrespirons,laMortdansnospoumons

24Descend,fleuveinvisible,avecdesourdesplaintes.1）

「百万匹の蛔虫のように、ひしめき蟻めいてうようよと、私たちの脳髄の中で

は、〈悪魔〉の大群が大酒盛り、そして息するたびに、〈死〉は目に見えぬ大

河をなして、鈍い嘆きの音を立てつつ、肺の中へ流れ込む」（v.21-24）。私た

ちの「脳髄」のなかの悪魔は、「魔王
サタン

トリスメジスト」の操る「愚かさ」「誤り」

「罪」「吝嗇
りんしょく

」「悔恨」などであり、そしてBAUDELAIREにあってはなによりも

「倦怠
アンニュイ

」である。それは「大仰な身振りもせず大きな声も立てないが、進んで

地球を廃墟にしてしまうことも、ひと欠伸
あくび

にこの世を呑み込むこともやりかね
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ない」「繊細
デリケート

な怪物」である。そうした悪の支配する悲惨な状況に置かれた人

間の行き着く目的地は、もはや「死」以外のものではありえない。呼吸の総数

が増すことは、それだけ時間を経て年齢
とし

を重ねてゆくことの証であり、人は一

呼吸するごとに生命
いのち

を吐き出し、死を吸い込んでいるのである。「すべての人

は死す」が絶対的な真実としてある以上、その只中で、誰ももはやその「自由

意志」を活用することはできない。「神は死んだ」現代において、死は人間に

とって乗り越え難いアポリアとしてある。

しかしBAUDELAIREは、我々の有限性に、この死すべき運命に、少なくと

も詩的世界において反駁し、死を前にした人間の自律性の喪失を退けようとす

る。J.E.JACKSONは、そうした死を前にしたBAUDELAIREの詩的態度を次の

ように説明する。

CharlesBAUDELAIREが、フランス詩の中に、そしてヨーロッパ詩の中に導

きいれた根源的な新しさは、 それがこの本が明らかにしようとしている

テーズなのだが 実際、現実の知覚の炉としての死の同一視、内在化に基

づく。LesFleursduMalの詩的意識は、それが死の意識であるという事実

の中に、その単一性と同時に焦点を見出す。2）

こうしてBAUDELAIREは死を恐れて、それを忌避したり遠ざけたりするので

はなく、死を詩のテーマのひとつとして採り上げ、様々な詩的手法を用いて、

死を祓い、時には死を超越しようとする。

Ⅰ

尋常ならざる次元での美の創造は、そうした詩的手法の第一を構成する。そ

れは詩篇LaBeaut�に描き出されたような美である。
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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）（南）

Jesuisbelle,�mortels!commeunr�vedepierre,

Etmonsein,o�chacuns'estmeurtritour�tour,

Estfaitpourinspireraupo�teunamour

4�terneletmeurtainsiquelamati�re.
3）

「おお人間たちよ！私は美しい、石の夢のように、そして人々がかわるがわる

触れては傷ついた私の胸は、物質と同じように永遠で無言の愛を詩人の心に呼

び覚ますように作られている」（v.1-4）。死すべき存在である人間に対比して、

石という堅固な物質の恒常性を媒介として具現する夢の美が対置されている。

そして「〈美〉への愛、〈美〉との格闘は芸術家を敗北させ傷つけぬにはおか

ぬという思念」4） が表明されている。そして美の「不感無覚」の至高の存在が

次のように描き出される。

Jetr�nedansl'azurcommeunsphinxincompris;

J'unisunc�urdeneige�lablancheurdescygnes;

Jehaislemouvmentquid	placeleslignes,

8Etjamaisjenepleureetjamaisjeneris.5）

「私は不可解なスフィンクスのように青空に君臨する。私は雪の心臓を白鳥の

白さに結び合わせる。私は線を動かす運動を憎む、決して私は泣かない、決し

て私は笑わない」（v.5-8）。この「美」の「この上もなく誇らかな記念建造物

から借りたかに見える」「堂々たる態度を前にして、詩人たちは厳しい研鑽に

彼らの日々を使い果たすだろう」。なぜならこの美は「これら従順な恋人たち

を金縛りにすべく、万物をより美しくする澄んだ鏡」である「眼」、「永遠の光

を湛えたおおきな眼」を持っているからである。「美」は「美しい現象物すべ

てを決定する本質」であり、「美女の眼の輝きこそは、他のすべての欠点を覆
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い隠して、男性を「従順な恋人」と化する魔力をもつ」6）（阿部良雄）。こうし

て「美」は、有限な人間存在を超える。

BAUDELAIREは、こうした死すべき運命を超える美の様態を描き出すために、

L'Id�alとLaG�anteにおいて美を構成する形態と色彩に関して、意識的に過

度に使われた表現を用いて死を祓おうとする。BAUDELAIREは彼の芸術のなか

に行き過ぎを導入しようとし、その時その行き過ぎは死そのものへの挑戦を構

成するであろう。L'Id�alは情念によって亢進した心の怒りが引き起こす痙攣

した美のひとつの形の特徴を持っている。詩人は彼の心を満足させ、彼の「真

紅の理想に似かよう」ものは、「飾り版画
ヴ ィ ニ エ ッ ト

の美女」や「ろくでなしの世紀の産

んだ疵もの商品である」「編上靴の足」や「カスタネットを握った指」あるい

は施療院の美女たちの囀
さえず

る群」のような凡庸な「蒼ざめた薔薇たち」ではない

として次のように述べる。

Cequ'ilfaut�cec�urprofondcommeunab�me,

C'estvous,LadyMacbeth,�mepuissanteaucrime,

11R�ved'Eschyle�closauclimatdesautans;

Oubientoi,grandeNuit,filledeMichel-Ange,

Quitorspaisiblementdansunepose�trange

14Tesappasfa�onn�sauxbouchesdesTitans!
7）

「深淵のように深いこの心に必要なのは、貴女
あなた

、マクベス夫人、犯罪に力強い

魂、疾風の風土に花咲いたアイスキュロスの夢。さもなければ君、ミケランジェ

ロの娘である偉大な〈夜〉、巨人族の口に合うように作られた君の姿態を、奇

怪なポーズで穏やかにくねらせるものよ！」（v.9-14）。マクベス夫人は、夫の

軟弱さをなじり、さらにうろたえるマクベスの手から血塗られた剣を奪い取り
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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）（南）

自らの手も血に染める烈女であり、「アイスキュロスの夢」とは『アガメムノ

ン』に出る、夫アガメメムノンを殺し、運命が変わって息子オレステスに殺さ

れる血を恐れない王妃クリュタイメストラのことである。また「ミケランジェ

ロの娘である偉大な〈夜〉」とは、サン・ロレンツォ教会のメディチ礼拝堂に

あるジュリアーノ・デ・メディチの墓を飾るミケランジェロ作の男女一対の彫

像《昼》と《夜》のそれであり、ギリシャ神話では「夜」は「混沌」の娘であ

り、「眠り」と「死」「夢」などの母である。阿部良雄はこの詩について、

「「飾り版画
ヴ ィ ニ エ ッ ト

」やカヴァルニの版画に代表されるような、流行としてのロマン主

義のかわいらしさを否定して、力強いもの、�norme法外＝巨大なものを礼賛

して怪物性に至るロマン主義を定立しようとする」8） と説明している。

BAUDELAIREがなすこうした行き過ぎへの参照はLaG�anteという詩では、

女巨人を理想とする思想として表明される。彼はSalonde1859のなかで「大

きなものに対する私の度し難い偏愛」について次のように語っている

ここで私は（…）一つの告白をしなければならない。それは、私が自然にお

いても芸術においても、他の美点が同じであるとすれば、何によらず大きな

ものを好むということだ。大きな動物、大きな風景、大きな船、大きな男、

大きな女、大きな教会を好む。9）

若い巨人女の与える堂々とした身丈は、死に対する非常に効果的な保護する砦

を構成する、そしてこの砦は詩人に彼の死すべき生成変転の苦悩を持続的に沈

めることを可能にする。

DutempsquelaNatureensavervepuissante

Concevaitchaquejourdesenfantsmonstrueux,

J'eusseaim�vivreaupr�sd'unejeuneg�ante,
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4Commeauxpiedsd'unereineunchatvoluptueux.10）

「その昔、〈自然〉が力強い綺想に溢れて、日ごとに奇怪な子供たちを身ごもっ

ていた頃、うら若い女巨人の傍らに、私は好んで暮らしたことだろう、まるで、

女王の足元に逸楽をむさぼる猫のように」（v.1-4）。v.3はいわゆる条件法過去

第二形を用いた非現実的な仮定の推測であるが、むしろ詩人の強い願望を表し

たものであろう。そしてBAUDELAIREは同じSalonde1859のなかに、次のよ

うな芸術的概念を表明している。

私は、在るところのものを表象するには無用かつ退屈なことと思う、なぜな

ら在るところのものの何一つとして私を満足させはしないからだ。自然は醜

い、そして私は私の幻想の生み出す怪物たちを、実証的な卑近事よりも好

む。11）

この詩人の超自然主義によって生み出された、自然の奔放な想像力の産物であ

る巨大な女は、BAUDELAIREが終生求め続けた保護する母の形象を思い起こさ

せながら、次のように描き出される。

Parcourir�loisirsesmagnifiquesformes;

Rampersurleversantdesesgenous�normes,

11Etparfoisen�t�,quandlessoleilsmalsains,

Laisse,lafonts'�tendre�traverslacampagne,

Dormirnonchalamment�l'ombredesesseins,

14Commeunhameaupaisibleaupiedd'unemontagne.12）
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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）（南）

「その素晴らしい姿態の上を、心まかせに歩きまわり、その巨大な膝の斜面を

這い登り、また時として、夏に、不健康な日射しが、倦
う

み疲れた彼女を、野に

長々と寝そべらせる時、その乳房の蔭に、のんびりと眠っただろう、まるで山

の麓
ふもと

に横たわるのどかな村落のように」（v.9-14）。 ここには、 あの

L'Invitationauvoyageと反響をなす、幸福の内奥性
アンチミテ

へ到達するための迂回し

た手段が見いだされる。このような逸楽について、J.P.SARTREはBAUDELAIRE

に対して半ば批判的に、半ばある種の共感をもって、「巨大な女の視線をひき

つけ、その眼を通して自分を飼い馴らされた動物として眺めること、巨大な男、

つまり神人たちが彼のために、彼と相談もせずに、世界の意味と彼の人生の最

終目標を決めてくれる貴族的な社会で、猫のように遊惰で、逸楽的な、邪悪な

生活を送ること、これがBAUDELAIREの心からの願いなのである」13） とし、

「彼が幼年時代を懐かしむとすれば、それは幼年時代には生きる労苦から解放

されていたからであり、叱りながらも彼のことを気遣ってくれる、優しい大人

たちにとって、彼は完全に、また贅沢に物であったからである。幼年時代には

またこの時代だけ 彼は自分が一つの視線にすっかり包まれていると感

じる夢を実現することができたからである」14） と解説する。失われた幼年時代

への懐古は、現実の頸
くび

木
き

の下で苦しむ詩人を救う数少ない瞬間の一つであった。

こうしてこれらの詩は超人間的な美への感動的な呼びかけによって、現実の

超越を実現していると言うことができる。そしてBAUDELAIREはそこで産み

出される過度のせいで、現実の偶発性を免れる精神的な
スピリチュエ ル

価値の思想を流布させ

ている。

Ⅱ

この第一の詩的手法が、事物の全体的な過度な発露によって死を祓うことを

目標にしていたのに対して、第二のそれは反対にこの幸福の伝播の意図的な停
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止、しばしの間でも生がいつもその寛大な分配者とは限らない特権的な瞬間の

生成の不動化を試みることによって死を祓おうとする。そしてBAUDELAIRE

は諸存在の全的意味を理解し、その精髄を十全に味あうためにそれらを飼い馴

らし、その時この移ろいやすい瞬間の含む感動が全的な輝きのなかで飛び出し

てくる。

こうしてLeChatという詩の中で、BAUDELAIREは世界との情緒的感情を害する

接触の源を構成するであろうものを削除しようと努めようとする。BAUDELAIREが猫

を偏愛したことは、Fus�esの中の「なぜ民主主義者は猫を好まないか、その

理由を見抜くのはやさしい。猫は美しい。それは贅沢、清潔、快楽、等などの

観念を啓示する」15） という言葉から知れる。

Viens,monbeauchat,surmonc�uramoureux;

Retienslesgriffesdetapatte,

Etlaisse-moiplongerdanstesbeauxyeux,

4 M�l�sdem�taletd'agate.
16）

「おいで、私の美しい猫、恋に脈打つ私の心臓の上に。その足の爪は引っこめて、

金属と瑪瑙
め の う

の混じり合う、君の美しい眼の中に私を飛び込ませてくれ」（v.1-4）。

詩人の心臓＝心は、感じられずにはおかない優しい猫の足と親和しようとし、次い

で詩人の眼は、恒久性を表す「金属と瑪瑙の混じり合う」猫の眼の中に飛び込こ

んで、美と合一することを願う。ここには「視覚によって、しかも視覚をこえて、

その向こうにひろがる世界へ泳いで行こうとする者の姿が感じられる」17）（悪の花注

釈）。J.P.RICHARDはこの猫について、「潜在性がまさに至福のなかに体現してい

る。何一つ実現しないが、柔かい肉、秘密めざした眼差し、電気を帯びた皮、こ

れらは何かが生まれるだろうことを予告している。怠惰が、飛躍を熟れさせている

かのようだ。強烈な電気は、何か或る美を生むかもしれない。現実は、柔軟性を帯
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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）（南）

びて可能性に膨らんでいる。本当の生命が始まるのは明日である。今は、もっぱら

閑暇の日である」18）と解説する。こうして感覚の融合は、この特権的な瞬間の持続

を引き伸ばす効果を持ち、BAUDELAIREにおける死を祓う永遠の願望を証言する。

LeL�th�のなかで、彼にとって快楽の素材を構成するであろうものを、同じよう

に飼い馴らそうとするBAUDELAIREのオプセションを見出す。

Vienssurmonc�ur,�mecruelleetsourde,

Tigreador�,monstreauxairsindolents;

Jeveuxlongtempsplongermesdoigtstremblants

4Dansl'epaisseurdetacrini�relourde;

Danstesjuponsremplisdetonparfum

Ensevenirmat�teendolorie,

Etrespirer,commeunefleurfl�trie,

8Ledouxrelentdemonamourd�funt.

Jeveuxdormir!Dormirplut�tquevivre!

Dansunsommeilaussidouxquelamort,

J'�taleraimesbaiserssansremords

12Surtonbeaucorpspolicommelecuivre.19）

「私の心臓の上に来たまえ、藉
か

す耳をもたぬ残酷な心のひとよ、わが愛する虎

よ、屈託なげな様子をした怪物よ。きみの重い鬣
たてがみ

の、厚く茂った奥深く、私の

震える指先を、長く長く沈めていたい。きみの香りに満たされた下袴
ジュポン

のなかに

苦悩に疼く私の顔をふかぶかと埋め、萎れた花さながらに、死んでしまった私

の恋の甘くも鼻を刺す残り香を嗅いでいたい。私は眠りたい！生きるよりは眠
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りたい！死と同じほど甘美な眠りの中で、悔いもなく私は接吻
くちづけ

を繰りひろげよ

う、銅
あかがね

のように艶のよいきみの美しい身体
からだ

の上に」（v.1-12）。「レーテはギリ

シャ語で忘却を意味し、黄泉の国を流れる河の一つ。亡者はその水を飲んで地

上の過去を忘れ、まら、ふたたび地上に出て新しい肉体を求めようする霊は、

逆に、地下の世界の記憶を失い、あらたに人生の苦難に耐える心がまえを得る

とも言う」20）（阿部良雄）。BAUDELAIREここでは、恋人の髪や下袴の中に自己

の苦悩を不動化する特権的瞬間を見出し、「死と同じほど甘美な眠り」という

幸福な感覚にできる限り強度の情緒を負わせることによって、死そのものを祓

おうとしている。この快適な感覚の持続を不動化することによって内的な平和

を保持しようとする BAUDELAIREの態度は、 Sempereadem や Chant

d'automne次のような詩句と共通するものである。

Laissez,laissezmonc�urs'enivrerd'unmensonge,

Plongerdansvosbeauxyeuxcommeunbeausonge,

14Etsommeillerlongtemps�l'ombredevoscils!
21）

(Sempereadem)

「お願いだ、私の心が嘘に酔いしれるがままに、美しい夢に沈むにも似てあな

たの美しい眼に浸るがままに、あなたの睫毛の蔭にながくまどろむがままにさ

せておくれ」（v.12-14）。

Courtet�che!Latombeattend;elleestavide!

Ah!laissez-moi,monfrontpos�survosgenoux,

Go�ter,enregrettantl'�t�blancettorride,

28Del'arri�re-saisonlerayonjauneetdoux!
22）

(Chantd'automne)
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BAUDELAIREの死を祓う詩的手法（1）（南）

「なんと短い務め！墓は待ちうける。貪欲な墓！ああ！きみの膝の上にこの額

をおき、灼熱の真っ白な夏を惜しみつつ、晩秋の黄色く優しい日射しを味うが

ままにさせたまえ！」（v.25-28）。

LeJetd'eauという詩のなかで、BAUDELAIREが恋人の悲しく物憂い姿態に

その視線を止めることによって特権化しようとするのは、恋する感情の感動で

ある。

Tesbeauxyeuxsontlas,pauvreamante!

Restelongtemps,sanslesrouvrir,

Danscetteposenonchalante

4O�t'asurpriseleplaisir.

Danslacourlejetd'eauquijase

Etnesetaitninuitnijour,

Entretientdoucementl'extase

8O�cesoirm'aplong�l'amour.
23）

「きみの美しい眼は倦み疲れている、哀れな恋人よ！長くそのままでいたまえ、

眼をもう開けずに、快楽がきみを不意にとらえた時の物憂げなその姿態のまま

に。中庭では噴水のおしゃべり、それは夜も昼も黙ることなく、今宵、愛が私

を沈めてくれた恍惚を優しくはぐくむ」（v.1-8）。

Ainsiton�mequ'incendie

L'�clairbr�lantdesvolupt�s

S'�lance,rapideethardie,

18Verslesvastescieuxenchant�s,

Puis,elles'�panche,mourante,
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Enunflotdetristelangueur,

Quiparuneinvisiblepente

23Descentjusqu'aufonddemonc�ur.
24）

「そのように、逸楽の燃える稲妻に赤々と染められるきみの魂も、魔法にかけ

られた広大な空へと、速やかに、大胆に飛び立ってゆく。それから、息も絶え

絶えに、悲しいけだるさの波となって溢れ出し、目に見えぬ斜面づたいに私の

心情
こころ

の底まで降りてくる」（v.9-23）。ここでも詩人は恋の恍惚のなかに、苦悩

する自分を溶け込ませることによって一瞬の平安を得て、死を忘れようと試み

ている。

�unepassanteは潜在の出会いが突然現実になりうる強度の感動の瞬間に

ついて、BAUDELAIREが書いたもっとも美しい詩である。ここでBAUDELAIRE

は最終的にはそうして終わるであろう永遠の別れを忘れるために、「通りすが

りの女」の出現によって産み出される稲妻を彼の記憶のもっとも深いところに

留めようとする。

Larueassourdissanteautourdemoihurlait.

Longue,mince,engranddeuil,douceurmajestueuse,

Unefemmepassa,d'unemainfastueuse

4Soulevant,balan�antlefestonetl'ourlet;

Agileetnoble,avecsajambedestatue.

Moi,jebuvait,crisp�commeunextravagant,

Dansson�il,ciellivideo�germel'ouragan,

8Ladouceurquifacineetleplaisirquitue.25）
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「街路は私の周りで、耳を聾するばかりに喚
わめ

いていた。丈高く、細
ほつ

そりとして、正

式の喪の装いに、厳かな苦痛を包み、ひとりの女が通りすぎた、褄
つま

とる片手も堂々

と、裳
も

裾
すそ

の縁飾り、花模様をゆるやかに打ち振りながら、軽やかに気高く、彫像

のような脚をして。私はといえば、気のふれた男のように身をひきつらせ、嵐が芽

生える鉛色の空の、彼女の眼のなかに飲んだ、金縛りにする優しさと、命を奪う快

楽を」（v.1-8）。この詩は、LePeintredelaviemoderneのなかで定義された現

代的な美の構成要素、すなわち「永遠の要素」と「偶発的な要素」の美学を典型

的に表す詩であるが、背の高い、細そりした、正式の喪服を着た、すなわち身分の

高いと思われるひとりの若い女性の突然の出現にともなう、詩人の肉体の硬直は、

詩人が予期せぬこの出会いから、可能な限りのもっとも大きな享楽を引き出すこと

を示している。「その眼差しが、私をたちまち甦らせた女
ひと

よ」（v.13）。パリの通り

の群衆の喧騒のなか、孤独に討ち捨てられほとんど死んでいた詩人は、女性の眼差

しによって甦る。そのときBAUDELAIREにあっては一瞬でありながら死を祓うこと

が可能になる。

これらの詩は、従って、死が支配的な位置を占める世界の只中にあるという

BAUDELAIREの意識のなかにあって、彼に死を忘れさせるであろう幸福を、し

ばしの間、汲むことを可能にしている。こうして猫の目、女性の顔の美しさ、

あるいは通りすがりの女の眼差しが、BAUDELAIREにとって死を祓う口実にな

る。

Ⅲ

死を退けるBAUDELAIREによって使われる第三の詩的手法は、死に対する

思い出の永続性の優位を主張することによって成り立っている。詩篇 Les

PharesにおいてBAUDELAIREは8人の偉大な芸術家のその作風、作り出した

芸術世界を集約的に表象する「小型
メ ダ イ

肖像
ヨ ン

」を描いた後、次のように述べる。
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Cesmal�dictions,cesblasph�mes,cesplaintes,

Cesextases,cescris,cespleurs,cesTeDeum,

Sontun�choreditparmillelabyrinthes;

36C'estpourlesc�ursmortelsundivinopium!

C'estuncrir�p�t�parmillesentinelles,

Unordrerenvoy�parmilleporte-voix;

C'estunphareallum�surmillecitadelles,

40Unappeldechasseursperdusdanslesgrandsbois!

Carc'estvraiment,Seigneur,lemeilleurt�moignage

Quenouspuissionsdonnerdenotredignit�

Quecetardentsanglotquirouled'�geen�ge

44Etviensmourirauborddevotre�ternit�!
26）

「これらの呪詛
のろい

、これらの冒�、これらの嘆き、これらの法悦、叫び、涙、こ

れらの讃歌
テ・デウム

は、無数の迷宮を通って次々に響く一つの木霊
こだま

、死すべき定めの人

間に与えられた神の阿片!それは無数の歩哨の繰り返し伝える一つの叫び、無

数の伝送管
メガフォン

で送りつがれる一つの命令。それは無数の城砦
とりで

の上に点された一つ

の燈台、大きな森に踏み迷った狩人たちの呼び声！なぜなら、主よ、それこそ

はまさに、自らの尊厳を私たちが示すための、こよなき証
あかし

なのですから、世か

ら世へと流れては、貴方の永遠の岸辺に辿り着いて息絶える、この熱烈な

咽び泣き
む せ び な き

こそは！」（v.33-44）。芸術による自己表現は、死すべき存在の人間

が不滅の神に対して自らの尊厳を証す手段であり、それは人間的事象の中で死

を超越することのできる数少ないものの一つである。

UneCharogneでは、「快い夏の朝」、「とある子径の曲がり角、散り敷く小
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石の寝床の上に穢らわしい獣の腐
しか

屍
ばね

が、淫らな女のように、両脚を宙にかかげ

て、身を焦がし、毒の汗をにじませながら、投げやりに、臆面もなく、悪臭に

満ちた腹を開いて曝
さら

してい」る光景に出会った詩人は恋人にこう宣告する。

Etpourtantvousserezsemblable�cetteordure,

�cettehorribleinfection,

�toiledemesyeux,soleildemanature,

40 Vous,monangeetmapassion!

Oui!tellevousserez,�reinedesgr�ces,

Apr�slesdernierssacrements,

Quandvousirez,sousl'herbeetlesfloraisonsgrasses,

44 Mourirparmilesossements.27）

「だがしかし、この汚物、おぞましいい悪臭を放つ物に似た姿とあなたもなる

だろう、わが眼に星と輝くひと、わが自然に太陽と照るひとよ、わが天使にし

てわが情熱なるあなたも！そうとも！このようにあなたもなるだろう、おお優

美さの女王よ、臨終のの秘蹟も受け終わって、肥え茂る草花の下へ降りてゆき、

堆
うず

みなす骨の間に、あなたも黴
か

びて腐るとき」（v.37-44）。「人間は土からとら

れたものでだから土に返らねばならず、塵だから塵に返らねばならぬという

『創世の書』Ⅲ19の思想が、いわば自然主義的な相の下に強調される」28）（阿部

良雄）。こうして「生と死の物質的循環の場としての自然という観念」を強烈

に提示した後でBAUDELAIREは最後にこう述べる。

Alors,�mabeaut�!dites�lavermine

Quivousmangeradebaisers,
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Quej'aigard�laformeetl'essencedivine

48 Demesamoursd�compos�s!
29）

「その時、おおわが美しきひとよ、接吻
くちづけ

にあなたを蝕
むしば

む蛆虫どもに、伝えたま

え、わが崩れはてた恋愛の、形と神聖なる本質を、私は心にしかと留
とど

めたと」

（45-48）。「崩れはじめて、追憶のなかからかたち（laforme）と聖なる本質

（l'essensedivine）がうかびあがる」30）（「悪の花注釈」）。このプラトニスム的

理想主義の思い出によって、死を乗り越えることができるとBAUDELAIREは

主張しようとしている。

虚無に対する光のイマージュの勝利は、実際BAUDELAIREにより多くの晴

朗さをもって死を祓うことを可能にする。Unfant�meという詩のなかで、突

然に湧き出てくる愛する女性の思い出は、時間の圧制への挑戦を構成する。

〈運命〉によって、「測り知れぬ深い悲しみの穴蔵」のなかに押し込められた

詩人は「仏頂面の女主人〈夜〉とともに独り」、「どこかの揶揄
からかい

好きな〈神〉に

よって」、「暗闇の上に描くことを強いられた画家」である。だが「陰惨な貪欲

を持つ料理人のように」「自分の心臓を煮立てては食うその場所に」、「優美さ

と壮麗さからなる亡霊」が「時として輝き、身を伸ばし、練り歩く」。それは

「その本来の全き姿に現れ出た時」、「東方
オリエント

風の夢見がちな歩みぶりゆえ、わが

麗しの訪れ女」と知る。「まさに〈彼女〉！色黒くそれでいて輝かしい」。過去

の魅力が、苦悩のなかに甦るのである。

Charmeprofond,magique,dontnousgrise

Danslepr�sentlepass�restaur�!

Ainsil'amantsursoncorpsador�

8Dusouvenircueillelafleurexquise.31）
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「現在の中に取り戻された過去がわれわれを酔わせる、深く、魔術的な魅力！

たとえば愛する男は崇める身体の上に思い出の妙なる花を摘む」（IILe

parfumv.5-8）。しかし現実には「〈病
やまい

〉と〈死〉とは、われわれのために燃

えた火のすべてを、化して灰となす」（IVLeportraitv.1-2）。

LaMaladieetlaMortfontdescendres

Detoutlefeuquipournousflamboya.

Decettegrandsyeuxsiferventsetsitendres,

4Decetteboucheo�monc�ursenoya,

Decesbaiserspuissantscommeundictame,

Decestransportsplusvifsquedesrayons,

Quereste-il?C'estaffreux,�mon�me!

8Rienqu'undessinfortp�le,auxtroiscrayons,

Qui,commemoi,meurtdanslasolitude,

EtqueleTemps,injurieuxvieillard,

11Chaquejourfrotteavecsonailerude32）...

「かくも熱烈でかくも優しかったあれらの大きな眼から、私の心がそこに溺れ

たあの口から、芳香
デイク

薬草
タモン

のように力強いあれらの接吻
くちづけ

から、光線よりも鋭いあ

れらの熱狂から、何が残っているだろう？怖ろしい、おおわが魂よ！だだ一枚

の、ごく蒼ざめた、三色の鉛筆画、それは、私と同じく、孤独のなかに死んで

ゆき、それをまた、無法者の〈時間〉が、日々、粗暴な翼でこすり消す.......」

（v.3-14）。しかしこの過酷な現実に対して、BAUDELAIREは思い出の不滅性を

次のように宣言する。
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NoirassassindelaVieetdel'Art,

Tunetuerasjamaisdansmam�moire

14Cellequifutmonplaisiretmagloire!33）

「〈生〉と〈芸術〉との黒い暗殺者よ、汝も私の記憶の中で決して殺すには至

らないだろう、わが快楽にしてわが栄光であった女を！」（v.12-14）。阿部良

雄はこの詩句について、「記憶の世界からの超自然主義的な出現を通してのみ、

昔日の美しさと魅力を十全に取り戻すことができたのである」34） と注釈してい

る。

詩篇Jetedonnecesvresafinquesimonnomのなかで、BAUDELAIREは

愛する女性に、時間を越えて詩人の名を後世に伝える役割を負わせている。

Jetedonnecesversafinquesimonnom

Abordeheureusementaux�poqueslointaines,

Etfaitr�verunsoirlescervelleshumaines,

4Vaisseaufavoris�parungrandaquillon,

Tam�moire,pareilleauxfablesincertaines,

Fatiguelelecteurainsiqu'untympanon,

Etparunfraterneletmystiquecha�non

8Restecommeperdue�mesrimeshautaines;
35）

「私がこれらの詩句をきみに与えるのは、もしも私の名が仕合わせにも遠く未

来の時代に流れ着き、大いなる北風に船さながら、ある宵、人間たちの脳漿を

夢想させるなら、その時、きみへの記憶が、定かならぬ伝説にも似て、真鍮琴
ツインバロン

のように読者の耳を攻め立て、また、友愛の神秘な連鎖により私の尊大な押韻
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に懸けられて留まってほしいゆえだ」（v.1-8）。詩の永遠性が愛する女
ひと

の記憶

に託されている。この「呪われた存在
ひ と

」は、「深い淵のそこから天の高みまで」、

詩人以外には「答えるものは何もない」。BAUDELAIREは彼の求める不死性を

得ることを確実にするために、�unepassanteにおけると同様、恋人に彫像

の様相を与える。

�toiqui,commeuneombre�latrace�ph�m�re,

Foulesd'unpiedl�geretunregardserein

Lesstupidesmortelsquit'ontjug�eam�re,

14Statueauxyeuxdejais,grandangeaufrontd'airain!36）

「おおきみ、儚
はかな

き痕の影さながら、きみのことを苦いと思った、愚かな人間ど

もを、足どりも軽く、眼差しも晴朗に、踏みにじる。黒玉
こくぎょく

の眼をした彫像、青

銅の額をした大いなる天使よ！」（v.11-14）。

最後にL'Aubespirituelleという詩では、霊的な空の近づき難い蒼空の深淵

の吸引力への転倒が示される。この詩は、詩人が娼家に滞在した折、愛する女

性（＝MmeSabatier）を想って書かれたとされる。

DesCieuxSpirituelsl'inaccessibleazur,

Pourl'hommeterrass�quir�veencoreetsouffre,

7S'ouvreets'enfonceavecl'attirancedugouffre.37）

「〈霊的な天界〉の、とどくこと及ばぬ蒼空
あおぞら

は、打ち倒されつつなおも夢み、

苦悩する男にとって、深遠さながらの吸引力をもって開け、奥まりゆく」

（v.5-7）。しかし詩人は愛する女性の不滅の思い出を対置することによって、
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その深淵を祓おうとする。

Ainsi,ch�reD�esse,�trelucideetpur,

Surlesd�brisfumeuxdesstupidesorgies

Tonsouvenirpluschair,plusrose,pluscharmant,

11�mesyeuxagrandisvoltigeincessamment.

Lesoleilanoircilaflammedesbougies;

Ainsi,toujoursvainqueur,tonfant�meestpareil,

14�meresplendissante,�l'immortelsoleil!
38）

「同じように、愛しい〈女神〉よ、冷徹にして純
きよ

らかな〈存在
ひ と

〉よ、愚かな乱

痴気騒ぎの後
あと

くすぶる残滓の上に、きみの思い出はいよいよ明るく、薔薇色に、

愛らしくなって、大きな開かれた私の眼の前に絶え間なく舞い舞う。太陽は蝋

燭の炎を黒ずませてしまった。同じく、きみの幻影
まぼろし

は、常に勝ち誇って、不滅

の太陽に似る、輝きわたる魂よ！」（v8-14）。

これら詩における、思い出の持続性は、BAUDELAIREの魂のなかで虚無の苦

しいオプセションを弱め、彼にある種の救いをもたらし、死に対する理想の勝

利に捧げられている。それ故、それはBAUDELAIREにとって、精神的な充足

を与える数少ない瞬間だったのである。
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